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今年度要求のポイント

主な要求内容

1月18日修正
　東日本大震災の教訓を踏まえた防災対策の総点検により、検討課題である防災拠点施設
の機能維持について、機能を最大限に発揮できるように、防災拠点の役割・配置を検討及
び再構築する。また、災害等による行政機能の低下、不能を防ぐため、本市職員や所有施
設が被災することを前提とした最悪のシナリオを想定し、実効性のある計画やマニュアル
などを事前に定めることにより、危機管理体制の強化を図り、災害発生時の被害を最小限
にとどめるものである。

34,700

地域防災計画への反映
各局ﾏﾆｭｱﾙの修正・防災拠点ﾏﾆｭｱﾙの作成
地域避難所の段階的拡大

【今後（25年度～）】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

合計 51,82212,268

8,347 手当、賃借料等

平成23年度予算額 平成24年度要求額

全体事業費

内容・積算等24年度要求額

（単位：千円）

東日本大震災の教訓を踏まえ、防災対策の総点検を実施し、課題である防災拠点
施設機能と職員体制の再構築を図る。また、今後の地域防災計画の見直しへ反映
するものである。

23年度予算

事業目的

避難所ｻｲﾝ設置・運営関係

危機管理担当職員宿舎・当直関係 8,268

○防災機能配置基本計画策定支援業務
　災害時における公共施設等の役割を、地理的条件、施設の保有機能等を勘案し、全般的
に見直すとともに、現在防災拠点として位置付けのない施設についても活用できる機能等
を調査、検証のうえ再構築する。
○堺市災害時業務継続計画（地震編）策定支援業務
　本業務は地震防災アクションプランに基づき23・24年度の2ヵ年で実施するものであ
り、災害発生時において市民生活等への影響を最小限に止めるため、日常業務及び災害対
策業務について重要業務を優先的に実施できるように事前に必要な対応方針・手段を定め
た業務継続計画を策定する。
○避難所サイン設置及び開設サイン作成業務
　避難所であることを示すサインを設置することで、災害時の円滑な避難と日頃からの啓
発を図る。また、避難所開設時にサインを設置することで、地域住民へ開設していること
を周知する。
○地域避難所運営謝礼金
　今後の避難所運営において、地域で開設及び運営できる仕組みを検討及び構築するた
め、各区２箇所の計１４箇所の避難所をモデルとして実施する。
○危機管理担当職員宿舎制度・危機管理当直制度の運用
　災害発生時に速やかに情報収集や危機管理センターを設置するなど初動体制を確保す
る。

事業内容

51,82212,26802-002に計上

8,775

項目

4,000災害時業務継続計画・防災機能配置基本計画策定関係

業務継続計画の現体制課題分析等検討 防災機能配置基本計画の策定
業務継続計画の策定
地域避難所運営モデル実施

【経過（～23年度）】 【24年度】

整理番号 ０２ - ００１

関連事業

事 業 名

7 局・課名 危機管理室
マスタープラン
３つの挑戦

－
マスタープラン

施策番号
1

区分 (単位　千円)
新規・拡充・重点

危機管理体制整備事業
（防災拠点施設機能・職員体制整備）

事 業 費

事業期間 　H　～　H　　

平成22年度決算額


